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日本放射光学会に参加して

広島大学理学部物性学科北野 保行

関西地方で開催された初めての本学会総会に，

宿舎の心配をしなくてよい気安さで，急、に思い

立って参加することにした。「自分の論文を提出

しない学会には出席しなしリという誰もが考えて

いるモットーに逆らって。

参加の目的はいくつかあった。

1 .西播磨の計画を始めとする大型の放射光建設

計画についてO

2. 中規模放射光計画の現状。

3. 放射光装置の小型化はどこまで進んだか。

4. 放射光源を使った基礎研究の現状と将来。

大型放射光計画については1989年10月，鹿児島

における物理学会でシンポジウムが行われた。そ

の時はたいそう低調で，立ち上がりの鈍さが聴衆

の数の少なさに跳ね返っていた。聴衆がまだその

重要性を認識していなかったのだろうか。逆に，

今回の放射光将来計画シンポジウム前半では，物

理学会での内容と大きな違いがなかったにもかか

わらず，その印象を打ち消すものであった。いよ

いよ始まるのだという実感を講師も聴衆も共に

持っていた。一人の持ち時間が極端に少なく，将

来の夢や計画の概要だけしか聴けなかったのは残

念であった。 10年後の完成に向かつてこれから具

体的な目標と計画が明らかにされていくことを希

望する。

中規模放射光の計画はいくつかあるが，広島大

学放射光利用研究センターのHiSOR計画が，先

導しており余裕が感じ取れた。これは現存の放射

光施設や企業の長年にわたる協力のおかげであ

る。数年前に認可されなかったのが不思議なくら

いである。放射光を学んだ学生の需要が日増しに

増加していることはあきらかであり， 1 日も早い

大学への設置が望まれる。この訴えは説得力があ

る。他の計画が広島大学につづ、いて頑張ってい

る。中でも東大と高エ研と合わせた計画は将来の

放射光研究の方向も示した。大阪の計画は財界の

後押しで，最も早く実現するのではないかという

印象を与えた。「もうかりまっかJ Iぼちぼちでん

な」となれば，大阪人はやることが早い。

大型や中型のみならず小型の放射光装置が着々

と開発されている。 vuv 軟X線光源について

はもう一歩で実用段階に達するところまで来てい

る。特に企業において，超伝導技術の進歩と絡み

合ってその開発に期待が持てる。小型で硬いX線

光源も夢ではない。現在のX線発生装置と同程度

あるいは，多少大きくなったとしても手軽に利用

できる時代を秘かに期待しているのは私だけでは

ないと恩う。

X線回折・散乱の分野での研究の流れについて

最後に触れたい。動力学的現象を基礎とする研究

が実を結び花が咲いたが，異常分散を利用する研

究と同様峠を越した感がある。地道な努力の時代

に入っている。微小の試料を対象にして，強力で

質のよい放射光からのX線の利点を十二分に利用

した研究が本格的になってきた。高圧下の相変

態，微小領域分析などである。コンプトン散乱や

磁気散乱の物質科学への精密な応用が実現されて

いる。生体高分子の構造や蛋白質の構造解析もこ

れからますます増加し X線顕微鏡も新たな分野

である。

-67-



178 

時分割あるいはその場測定も，生き生きとした

研究が軌道に乗り始めた。この種の研究は， PFに

おける計画の始めから言われていたものであり，

やっと実現した分野である。言うまでもなく頭初

予想していなかったイメージングプレートの開発

に負うところが大きく，重要な役割を演じてい

る。イメージングプレートがこれからも，思いも

よらぬ分野で活躍するような予感がする。

耐熱光学素子に関する企画では，自分で自分の

首を絞めかねないジレンマから抜け出す模索が，

発表された。創造したものが他人の首を絞める場

合には，さほど真剣に取り組まないという人間の

欠陥は，放射光科学では問題にならないのは幸い

である。何れにせよ科学の進歩には欠かせない苦

悩である。放射光技術では，ある程度まで克服さ

れる日はそう遠くないであろうが，画期的な新鮮
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なアイディアの必要を感じた。

放射光科学におけるこれからの夢はなにであろ

うか?放射光科学を語るとき，多くの人がノーベ

ル賞を意識し口にする。 PFを中心とした日本の

放射光技術の進歩が生み出した研究の活発さから

見ると，そのことが話題に出るのも当然である。

また，世界的な規模でみた研究人口の割合からみ

ても，日本人ノーベル賞授賞者の数は極端に少な

い。理由は分からないが事実である。だがあまり

口にしなくてもよいことではないだろうか。予算

を使った事に対する反省あるいは自虐， もしくは

それに対する周りのやっかみから，ノーベル賞が

話題になるのならそれはまた話は別である。ノー

ベル賞は夢とクールな見通しを持つ人に授けられ

るものである。そのような研究者の夢が叶えられ

るような体制は夢ではない。
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